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κ島0`■をハこに
題字は故 三浦 尚氏(中 2回生)
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令釉 5年度 機中・饉高問憲会議親豊

4年ぶりの懇親会
ヽ

４

目ノ

Ｌ

饉

日
頃
よ
り
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
５

類
移
行
に
よ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
に
近
い
形
で

教
育
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
Ｄ

こ
の
春
卒
業
し
た

７６
回
生
は
、
特
に
３
年

次

に
お
け
る
授
業
や

昨
年

４
年
ぶ
り
に

同
窓
会
主
催
の
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た

が
、
仙

中
出
身

の
先

輩

の
姿
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
ｃ

先
輩
た
ち
の
学
生

時
代
は
戦
時
下
で
制

約
も
多

く

、
自
由

な

学

生

時

代

で
は

な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

仙

高

へ
の
思

い
も

学
校
行
事

、
部
活
動

な
ど
を
ほ
ぼ
制
限
が

な
い
中
で
充
実

し
た

内
容
で
行
う
こ
と
が

で
き
、
自
信
を
深
め
達

成
感
を
味
わ
っ
た
１
年

に
な
っ
た
よ
う
で
す
．

ま
た
、
卒
業
式
に
お

け
る
代
表

の
言
葉
で

は
、
自
分
た
ち
が
「
（コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
）
逆

境
を
乗
り
越
え
た
最

強
の
世
代
」
で
あ
る
こ

強
く
、
い
つ
も
同
窓
会

を
応
援
し
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
新
制

高
校
に
学
ん
だ
私
た

ち
が
引
継
ぐ
役
割
が

あ
り
ま
す
．

仙
高
は
創
立

９０
周

年

に
向

か
っ
て
歩

み

始
め
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
仙
高

の

歩

み
を
支
え

、
同
窓

会
を
後
輩
た
ち
に
引

と
が
語
ら
れ
、
そ
の
言

葉
通
り
、
複
雑
多
様
で

変
化
の
早
い
社
会
に
お

い
て
も
、
遅
し
く
活
躍

し
て
く
れ
る
も

の
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
今
後
と

も
母
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ

お
力
添
え
と
激
励
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

継
い
で
参
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に

は
同
窓

会

へ
の
参

加

と
会
費
納
入
な
ど
の

ご
支

援

を

お
願

い
い

た
し
ま
す
。

再
び
本
格
化
し
た
教
育
活
動

量

籠　
　
　
　
　
　
　
　
校
長
岩
井
　
誠

同
窓
会
活
動
に
参
加
を
！
　
　
∠

ア　
　
　
　
　
　
同
窓
会
長
加
藤
吉
男
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(第 62号 ) (2)

総
会
報
告

昨
年
の
総
会
は
令
和
５

年
６
月
１０
日
に
仙
台
高
校

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
〔

事
業
報
告

・決
算
報
告

に
続
き
事
業
計
画

・予
算

案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
よ
り
会
費

納
入
の
方
の
み
の
会
報
発

送
と
な
り
、会
報
費
の
大

幅
減
額
に
伴
い
、各
種
積
立

金
の
予
算
化
が
説
明
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
沼
波
育
成
会
の
終

了
を
受
け
、
残
金
を
教
育

振
興
会
に
寄
付
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
は
、
６
月
‐５

日
・０
時
よ
り
仙
台
高
校
会

議
室
で
行
わ
れ
ま
す
。
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
ｃ

懇
親
会
報
告

何
度
も
計
画
し
て
は
取

り
や
め
に
な
っ
た
懇
親
会
〓

や
っ
と
４
年
ぶ
り
に
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

表
紙
の
集
合
写
真
の
よ

う
に
参
加
者
は
７８
名
と
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
分
会
話
が
弾
み
ま

し
た
。
新
入
会
の
７５
回
生
の

元

ダ

ン
ス
部

に

よ

る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
元
気
を
貰

い
、
懐
か
し
い
応
援
歌
を
唄

い
、
仙
中
と
仙
高
の
校
歌
を

唄
い
ま
し
た
，

最
後
に
、
来
年
６
の
付
く

期
に
バ
ト
ン
を
渡
し
、
来
年

ま
た
会
う
こ
と
を
約
束
し

て
、
４
年
ぶ
り
の
仙
台
高
校

ら
し
い
懇
親
会
は
お
開
き

に
な
り
ま
し
た
こ

会
　
　
長

副

会

長

〈
本
　
　
　
　
一副

常
任
幹
事

校
内
幹
事

監

　

事

参

　

与

齋
藤
　
邦
彦
（２
）

長
谷
川
厚
生
（１４
）

鈴
木
　
勇
治
（２１
）

若
生
　
哲
雄
（２５
）

森
　
　
忠
志
（２９
）

中
居
浩

一
郎
（３１
）

内
海
　
知
子
（３１
）

鎌
田
　
城
行
（３３
）

深
谷
　
晃
祐
（５１
）

志
村
　
雄
彦
（５３
）

猪
又
　
隆
広
（５４
）

大
塚
　
修
哉
（教
頭
）

丸
山
　
和
夫
（２６
）

伊
藤
　
紀
子
（３１
）

門
脇
　
　
洋
（事
務
室
長
）

林
　
　
博
司
（１８
）

斎
藤
　
隆

一
（２１
）

高
野
伸

一
郎
（２２
）

三
浦
　
公
義
（２６
）

佐
竹
　
正
行
（２６
）

三
春
　
由
夫
（３０
）

阿
部
　
裕
輝
（４５
）

増
村
　
真
紀
（５０
）

羽
生
　
宏
義
（３４
）

石
川
　
征
宏
（３５
）

佐
野
　
勝
利
（４５
）

岩
井
　
　
誠
（校
長
）

役
員
改
選
（案
）

令和 5年度事業報告
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4月 8日 (土)  会計監査
4月 8日 (土)  幹事会・第 1回当番幹事会
5月 16日 (火)～ 18日 (木)同 窓会報発送作業
6月 10日 (土) 総 会
6月 22日 (木) 発祥の地記念碑清掃
7月 8日 (土)  第2回当番幹事会
8月 26日 (土) 第1回役員会・第3回当番幹事会
9月 16日 (土) 第4回当番幹事会
10月 7日 (土) 懇親会直前準備会
10月 14日 (土) 懇親会
11月 25日 (土) 第2回役員会
令和6年 ――――――一一―――一――一‐―一 ――――一 ―一 一―

2月 23日 (金・祝)三役会
2月 29日 (木) 同窓会入会式
3月 1日 (金)  76回 生卒業式
3月 23日 (土) 第3回役員会

/
＼ 令和 6年 度事業計画 (案 )

令 和 6年 一 一 一 一 一 一 一 ― 一

―

一 一 一

―

一 一 ― ―
… … …

一 一 一 一

―

一

4月 8日 (月 )   入学式
4月 13日 (土)  会計監査
4月 13日 (土)  幹事会 ,第 1回当番幹事会
5月 14日 (火 )～ 16日 (木)同窓会報発送作業
6月 15日 (土) 総 会
6月 22日 (土)  発祥の地記念碑清掃
7月 6日 (土)   懇親会直前準備会
7月 13日 (土)  懇親会
8月 24日 (土)  第1回役員会・引継会
11月 22日 (金) 発祥の地記念碑清掃
11月 23日 (土・祝)第2回役員会

令和7年 一一一一一―一―――一一一一一一一一―一一一一―一一―

2月 22日 (土)  三役会
2月 28日 (金)  同窓会入会式
3月 1日 (土)   77回 生卒業式
3月 22日 (土)  第3回役員会
※懇親会当番幹事会随時

イ山台高校同窓会ホームページ http://www.senkou¨ dousoukai.corn

令和 5年度 仙中・

…
        ‐~1-1-喜

轟轟祗轟…

/



(3) (第 62号 )

同窓会令和5年決算報告並びに令和6年度予算(案 )

【懇親会予算(案 )】

【積立金報告書】 望 位 :日

■ 1二 _目

監査報告

同窓会会計の収入支出の執行状況及び積立奎状況について、諸轄簿及び証拠書類を菫査した継黒

適正に処難 れていると認めます。
令和 ど年 ケ 月 ′」饉
監事                    監事

.L l・ 1 1L Ii、      ィた'ァ t ri餐■1

△ |

△

インターネットバンキング等から送金される場合はこちらの口座にお願い致します。

ゆ うち よ銀 行  当 座  二 二 九 店  224    ※お振込みの際は名前と卒期を入力してください。

仙台高等学校同窓会 例)センコウ タロウ 3′ カイ

《同窓会費 払込□座のご案内》



(第 62号 ) (4)

14回F組
(昭 和 37年卒 )

高校
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種1_1∩ゝ
離
鏃
薔
麟
Ｆ

先
日
「
小
春
日
和
」

の
中
、
高
校

Ｈ
回
生
Ｆ

組

ク
ラ
ス
会

を

仙

台

市

内

「
か
に
政

宗

本

店

」
を

会

場

に
和

気

あ
い
あ
い
と
４
年
ぶ
り

コ
ロ
ナ
禍
を
挟
ん
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た

´

か
に
政
宗
に
ふ
さ
わ
し

く
「
さ
わ
や
カ
ニ
」
「
和

や
カ
ニ
」
「
鮮

や
カ
ニ
」

を
テ
ー
マ
に
各
々
‐０
分

間

の
持

ち
時

間

で
近

況

と
希

望

を

語

り

、

４
年
ぶ
り
の
同
期
会

を

１２
名
の
出
席
の
中
、

７
月
１５
日
に
開
催
し
た
。

嬉
し
い
初
参
加
は
文

芸
部
の
大
須
賀
君

（
Ｅ

組
）
、
逮
距
離
か
る
は
柏

市
の
篠
原
君
（Ｈ
組
）も

元
気
に
姿
を
見
せ
て
く

れ
た
ａ

７５
才
を
迎
え
た
私

達
だ
が
、
仕
事
を
し
な

が
ら
野
球
の
審
判
員
を

し
て
い
る
強
者
も
い
る
ｃ

趣
味

で
写
真

や
絵

画
に
親
し
み
、
個
展
開

質

疑
を
受

け
て
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

平
和
な
日
本
に
生

か
さ
れ
て
き
た
こ
と
に

喜
び
、
感
謝
、
乾

杯
し

ま
し
た
ｃ
併
せ
て
母
校

「
仙
台
高
校
」
の
発
展

を
顧
み
、
今
後
の
後
輩

の
活

躍

と
各

人

の
健

康

を
願

い
記
念

撮

影

に
臨
み
ま
し
た
。

（文
責
　
沼
田
益
偉
）

催
や
コ
ン
ク
ー
ル
ヘ
の
出

品
を
続
け
て
い
る
奴
も

い
る
。

同
期
会
の
終
盤
ス
マ

ホ
の
達
人
か
ら
グ
ル
ー

プ
ラ
イ
ン
開
設
の
話
が

あ
り
、
７
名

で
「
仙
高

１９
」
を
開
設
し
た
ｃ

会
場
の
関
係
で
校
歌

を
省
い
た
事
か
ら
二
部

の
同
期
が
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
に
流
れ
校
歌
を
歌

い
、
そ
の
後
安
心
し
て
帰

路
に
就
い
た
。

（文
責
　
加
藤
吉
男
一

一
般
社
団
法
人
Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ
ｅ
ｓ

育
成
奨
学
基
金
は
、
今
を
生

き
る
高
校
生
が
明
元
素

（
明

る
く
元
気
で
素
直
）
を
実
践

し
夢
と
希
望
を
抱
き
な
が
ら

社
会
に
出
て
、
自
分
な
り
の

冒
険
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ヒ
ー

ロ
ー
や
ヒ
ロ
イ
ン
に
な
る
こ
と

を
応
援
す
る
た
め
に
設
立
い

た
し
ま
し
た
。
私
が

４０
数
年

に
わ
た
り
経
営
に
参
加
し
て

き
た
会
社
の
株
式
を
売
却
し

た
資
金
を
元
に
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

◆

　

◆

仙
台
市
内
の
公
立
高
校
１６

校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
高
校
生

に
、
返
済
不
要
の
奨
学
金
（毎

月
２
万
円
）
を
支
給
す
る
も

の
で
す
●
◆

　

◆

私
は
１
９
４
７
年
か
ら
４９

年
に
８
０
６
万
人
出
生
し

た
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
。

年
間
８０
万
人
し
か
生
ま
れ
な

い
現
代
の
１０
倍
の
赤
ん
坊
が

３
年
で
生
ま
れ
た
時
代
で
す
。

青
年
の
頃
は
、
と
に
か
く

何
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
「
清

濁
併
せ
呑
む
」
気
持
ち
で
行

動
し
た
気
が
し
ま
す
。
当
時

は
携
帯

電
話

や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
な
い
時
代
、
日
本
人

は
自
ら
の
可
能
性
や
未
知
ヘ

の
探
求
心
を
持
ち
、
世
界
に

飛
び
出
し
て
い
ま
し
た
。

私
も
２４
歳
の
頃
リ
ュ
ッ
ク
ひ

と
つ
背
に
初
め
て
の
海
外
一人

旅
に
。
７４
年
７
月
に
新
潟
か

ら
ソ
ビ
エ
ト
船
に
乗
り
込
み
、

ナ
ホ
ト
カ
経
由
で
ロ
シ
ア
鉄

道
と
飛
行
機
を
乗
り
継
ぎ
、

モ
ス
ク
ワ
経
由
で
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
ウ
ィ
ー
ン
に
到
着
。
冷
戦

時
代
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
を

は
じ
め
東
欧
諸
国
５
カ
国
、

さ
ら
に
西
欧
や
モ
ロ
ツ
コ
な
ど

を
巡
り
、
も
っ
と
続
け
る
は
ず

が
思
わ
ぬ
事
情
で
５
カ
月
で

帰
国
。
旅
は
途
中
で
終
わ
り

ま
し
た
が
、
世
界
一月
を
目
指

す
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
や
自
転
車

で
の
旅
人
と
出
会
い
、
訪
れ
た

国
で
現
地
の
方
と
様
々
な
交

流
が
あ
り
、
得
た
経
験
は
人

生
最
大
の
財
産
に
な
り
ま
し

た
。
翌
年
（布
年
）
は
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
が
終
わ
っ
た
年
で
し
た
っ

良
い
人
に
巡
り
合
う
こ
と

で
良

い
結
果

に
恵

ま
れ
る

「多
逢
勝
因
」
と
い
う
私
の
好

き
な
言
葉
通
り
、
旅
の
出
会

い
は
大
変
に
貴
重
な
経
験
で

し
た
。
こ
の
経
験
が
今
ま
で
の

自
分
を
支
え
て
き
た
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

奨
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

基
金
の
支
援
を
通
じ
て
「
勉

強
す
る
こ
と
」
「
働
く
こ
と
」

「
生
き
る
こ
と
」
の
意
味
を
考

え
、
夢
に
向
か
っ
て
歩
む
手
助

け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

仙
台
市
内
の
高
校
生
に
エ
ー
ル
を
！

自
前
の
給
付
型
奨
学
金
を
送
る

佃鏡製
ｓ離
霙
凱金
三
浦

廣
行
（鴛
生）

高校

19回生
(昭和 42年卒 )



(5) (第 62号 )

佐
々
本
武
夫
先
生
を
偲
ん
で

佐

々
本
武
夫
先
生
は

令
和
５
年
２
月

２８
日
、
満

８９
才
で
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
ｃ

先
生
は
昭
和

３１
年
４

月
か
ら
昭
和

４８
年

３
月

ま
で
の
１４
年
間
仙
高
に
奉

職
さ
れ
、
国
語
の
先
生
と
し

て
北
八
番
丁
時
代
の
私
達

を
ご
指
導
下
さ
い
ま
し
た
。

男
子
高
時
代
の
ガ
サ
ツ

な
空
気
と
は
対
照
的
に
、

長
身
で
紳
士
の
よ
う
な
立

ち
居
振
る
舞
い
に
大
人
を

感
じ
た
も
の
で
し
た
。

書
道
は
結
婚
後

に
奥

様
の
影
響
で
始
め
ら
れ
た

と
聞
き
驚
き
を
感
じ
ま

し
た
Ｇ

古
岡
先
生
は
、
高
４
回

卒
で
昭
和
４１
年
か
ら
５６
年

ま
で
仙
台
高
校
で
日
本
史

を
ご
教
授
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
城
県
内
公
立

高

校

、
宮

城
県

図
書

館

等
を
歴
任
ぃ）仙
台
郷
土
研

究
会

理
事

に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

「
宮

城

県
謎

解

き
散

歩
」
等
数
々
の
作
品
を
出

版
さ
れ
、
他
者
著
の
宮
城

先
生
は
の
ち
に
「
雅
秀
」

の
雅
号
で
活
躍
す
る
ほ
ど

の
腕
前
と
な
り
、
河
北
書

迫
展
の
審
査
員
な
ど
を
務

め
ま
し
た
。

授
業
を
受
け
持
ち
、
筆

遣
い
な
ど
を
ご
指
導
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

北
八
時
代
の
先
生
が
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
る
事
は

淋
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

加
藤
吉
男

（１９
回
生
）

県
郷
土
史
の
書
籍
に
は
吉

岡
先
生
の
お
名
前
が
参
考

者
の
覧
に
必
ず
掲
載
さ
れ

る
ほ
ど
、
宮
城
県
の
郷
土

史
に
お
い
て
は
唯
一無
二
の

存
在
で
し
た
の
お
話
好
き

で
、
始
ま
る
と
長
く
な
る

事
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

宮
城
県
の
財
産
の
ひ
と

つ
が
無
く
な
り
ま
し
た
ｃ

合
掌
丸
山
和
夫

（２６
回
生
）

令
和
５
年
６
月
８
日
朝

方
、
仙
高

２０
回
生
、
佐
藤

久
夫
先
生
が
７３
歳
で
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
仙
台
高
校

を
事
業
後
、
日
体
大
へ
進
学

し
同
大
を
卒
業
後
、
地
元

宮
城
県
で
体
育
教
師
と
し

“
ド
ヽ
一さ

令
和
５
年
９
月
８
日
、
同
窓

会
常
任
幹
事
だ
っ
た
志
村

和

治
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
志
村
先
生
は
仙
高
第

２３
回

生
で
、
泉
高
校
な
ど
多
く
の
学

校
で
教
鞭
を
執
り
、
数
多
く
の

教
え
子
を
輩
出
し
ま
し
た
。

て
生
活
を
始
め
、
公
立
高

校
で
女
子

Ю
年
、
男
子
４

年
を
指
導
、
１
９
８
６
年

か
ら
母
校
仙
台
高
校
で
指

揮
を
執
ら
れ
ま
し
た
三
か

ら
チ
ー
ム
を
強
豪
校
へ
と
育

て
上
げ
、
１
９
９
９
年
の
ウ

イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
で
全
国
初

制
覇
（〕翌
年
２
０
０
０
年

に
は
国
体
、
ウ
イ
ン
タ
ー

カ
ッ
プ
の
２
冠
を
達
成
し
ま

し
た
っ
私
も
先
生
と
共
に

学
生
時
代
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
愛
し
、
選
手
と
し
て

は
も
ち
ろ
ん
、
指
導
者
、
審
判

な

ど

宮

城

県

の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
地
元
仙
台
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
プ
ロ
チ
ー
ム
が
で
き
る

と
足
繁
く
応
援
に
駆
け
付
け
、

激
励
し
て
い
ま
し
た
。
志
村
先

生

の
息

子

の
志

村
雄
彦
氏
は

そ
の
仙
台

８９
Ｅ
Ｒ
Ｓ
で
選
手
、

球
団
社
長
と
し
て
活
躍
し
て
い

仙
台
高
校
で
３
国
の
日
本

一を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
日
本
の
高
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
界
を
け
ん
引
す
る

名
将
と
い
わ
れ
、
多
く
の
指

導
者
の
目
標
と
な
る
先
生

で
す
。
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
れ

わ
れ
教
え
子
・後
輩
た
ち

は
こ
の
言
葉
を
胸
に
成
長

し
て
い
き
ま
す
。
「バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
は
人
生
の
レ
ツ
ス

ン
の
場
」
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。

佐
藤

剛
（４３
回
生
）

ま

す

。
２
０
１
７
年

か
ら
７
年

間

仙

台

高

校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部

Ｏ

Ｂ
会

会

長

と

し

て
現

役

チ
ー
ム
の
た
め
に
ご
尽

力

さ

れ
ま

し
た
ｃ
志

村

和
治

氏

の
あ

た
た
か
い
人
柄

は
教

職

員

の
み

な
ら
ず
バ
ス
ケ
界
他

大
勢

の
関

係

者

か

ら

慕

わ

れ

て
い
ま

し

た
。
志

村

先

生

な
き

宮

城

の
バ

ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
を
後

輩

、
教
え

子
が
発
展

さ
せ
ま

す
。
あ
り

が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た
。
心

よ
り

ご
冥

福

を

お
祈

り

申

し

上

げ

ま
す
。

佐

藤
達
哉

（
５２
回
生

）

昨
年
９
月
、
吉
岡

一
男

先

生
が
ご
逝

去
さ
れ
ま

し
た
。

仙

高

愛

が
人

一
倍

強

く
、
同
窓
会
や
同
期
会
の

懇
親
会
に
積
極
的
に
ご
参

加
い
だ
た
き
ま
し
た
。

‐|

■
●
‐藁

佐
藤
久
夫
先
生
を
偲
ん
で

志
村
和
治
先
生
を
偲
ん
で

吉
岡

一
男
先
生
を
偲
ん
で

仙台高等学校周年記念事業推進委員会 (郵便局口座記号番号〉02270-0‐ 144434
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(第 62号 ) (6)

令
和
５
年
度
卒
業
生
の
合
格
状
況
に
つ
い
て

進
路
指
導
部
長
　
池
□
　
良
太

７６
回
生

の
合
格
状

況
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

国
公
立
大
学

の
合
格
者

は
昨

年

と
同
様

に
２０
名

で

し
た
ｃ

そ
の
う
ち

一般
選
抜
の
合

格
者

は
、
昨
年
は
７
名
だ
っ

た
の
に
対
し
て
、
今
年
は
１４

名
と
、
近
年
で
は
一番
多

い
一

般

選
抜

の
合
格

者
数
と
な

り
ま
し
た
こ
学
力
で
勝
負
で

き
る
生
徒
が
多
か
っ
た
こ
と

は
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

課
外
や
放

課
後

の
時

間
を

使
っ
て
し
つ
こ
い
く
ら
い
に
教

員
の
元
に
通
っ
て
い
た
生
徒

が
合

格

を

勝

ち

取

っ
て
お

り
、
学
校
を
頼
っ
て
最
後
ま

で
粘
り
強
く
勉

強
に
取
り

組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
．

私
立
大
学
で
は
、
東
北
学

院
大
学

の
合
格
数
が
昨
年

度

１
０
０
名
か
ら

１
３
１

名
と
増
加
し
、
東
北
工
業
大

学
で
も
昨
年
度

５２
名

か
ら

６４
名
と
増
加
し
ま
し
た
三

般
選
抜
だ
け
で
な
く
、
総
合

型
選
抜
で
も
合

格
数
が
増

え
て
お
り
、
仙
台
高
校
で
３

年

間
を

通
し
て
取

り
組
ん

だ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
（総
合

的

な
探

究

の
時

間
な
ど
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
）
に
確

か
な

成
果
を
感
じ
ま
し
た
．

仙
台
高
校
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ

（持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
課
題
に
も
目
を
向

け
、
自

身

の
社

会

に
お
け

る
役

割

を
見
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
迷
い
な
が
ら
も
選
ん

だ
進
路
先
で
も
、
こ
れ
ら
の

高

校

時

代

に
培

っ
た
力

を

使
っ
て
活
躍
し
て
欲

し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

へ 苺:
」囃二 :・
ン

・
I'

*学部学科の詳細については、仙台高校のホ…ムページを御覧下さい。(3月 31日現在)

令和5年度卒業生 入試等合格状況

短期大学 大学毎

短期大学 合格数

聖和学園短

仙台青葉学院短

仙台赤門短

桐朋学園芸術短

短期大学 7

毎

一数

一

坤
一能
一‐

弘前大

福島大

宮城教育大 5

山形大

岩手県立大

宮城大

長岡造形大

国公立大学

看護専門学校 学校毎

学  校 合格致

葵会仙台看護専 2

石巻赤十字看専

仙台医療附看助 2

仙台徳洲看護専

東北労災看護専 2

獨協医大附看専

国際医療専

昭和大医附看専

看譲専門学校

県内私立大学 大学毎

大 学 合格数

宮城学院女子大 19

尚網学院大 34

石巻専修大

仙台青葉学院大

仙台大

仙台白百合女子大 2

東北医薬大

東北学院大 131

東北工大 64

東北生活文化大

東北福祉大 77

東北文化学園大

認内私立大学 354

尊修・各種学校 (看護以外) ※大学校等を含む

学  校 合格数

宮城高等歯科衛生士学院

仙台ECO動物海洋専

仙台ウェディング&ブライダル専 2

仙台スイーツ&カフェ専

仙台ビューティアート専

仙台リハピリテーション専

仙台医健スポ専

仙台医療秘書福祉&IT専 2

仙台医療福祉専

仙台総合ビジネス公務員専

仙台総合ベット専

仙台大原簿記情報公務員専

仙合保健福祉専

仙台幼児保育専

代々木アニメーション学院

東京法律公務員専 6

東日本医療専

東北外語観光専

東北電子専

東北保健医療専

トヨタ自動車大学校

辻調理師専 東京
東京総合美容専

日本工学院専

専修・各種学校 36

専修・各種学校 (看護を含む) 50

県外私立大学

大 学 合格数

1

東北芸術工大 5

国際医療福祉大

聖学院大

文教大

江戸川大

淑徳大

玉川大

駒澤大 3

国士舘大 11

桜美林大

順天堂大

成城大

専修大 2

創価大

帝京大 2

東海大

東京経大

東京造形大

東邦大

二松学舎大

日本大

武蔵大

北里大

明治学院大

立正大

関東学院大

神奈川大

金沢工大

大阪産大

サイバー大

県外私立大学

公務員就職 行政毎

行  政 合格数

青森県警察

宮城県警察

国家一般職

自衛隊

公務員就職 7

民間蔵職 企業毎

企  業 合格独

歯科助手

サービス業

民間就職

就 職

留学 (予定 )

アメリカ

韓  国

台  湾

留学 (予定)

仙台高校同窓会ホームページ http://www.senkou‐ dousoukai.oom
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国公立大学

大  学

」ヒ教大函館校

14

八戸工大

55
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(7) (第 62号 )

春
の
異
動

転
出
・退
職
す
る
教
諭
・事
務
職
員

氏
名

（転
出
先
）

教
諭

移
川
　
恵
理

（仙
台
大
志
）

石
森
　
美
幸

（仙
台
青
陵
）

佐
藤
　
達
哉

一鶴
谷
特
別
支
援
）

佐
藤
ゆ
か
り

（仙
台
商
業
）

伊
藤
沙
也
香

（宮
城
野
中
）

佐
藤
　
雅
浩

（仙
台
青
陵
）

千
葉
　
薫
充

（仙
台
工
）

野
田
　
利
明

（仙
台
工
）

迫
　
　
良
生

（
マ
レ
ー
シ
ア
）

古
田
　
恭
介

（退
職
一

佐

々
木
秀
男

（退
職
一

村
上
　
良
吾

（退
職
）

講
師

阿
部
　
誠
大

（退
職
）

阿
部
　
優
子

（離
任
）

前
川
　
裕
子

（離
任
）

主
事
（学
校
事
務
）

佐
藤
　
　
岳

（秋
保
中
）

転
入
す
る
教
諭
・事
務
職
員

氏
名
（異
動
元
）

教
諭

齋
藤
　
　
聡
（仙
台
工
業
）

椎
藤
　
和
生

（仙
台
大
志
）

青
木
　
健

一
（仙
台
青
陵
一

和
歌
山
広
希

（初
任
）

鈴
木
　
大

一
（初
任
一

伏
見
　
利
昭

（鶴
谷
特
別
支
援
）

吉
田
　
研
介

（上
杉
山
中
）

鳥
喰
　
聡
子

一仙
台
青
陵
）

大
友
久
美
子

一仙
台
商
）

佐
藤
源
太
郎

一初
任
）

黒
田
惣

一
朗

（仙
台
青
陵
）

講
師

菅
野
　
拓
真

（新
任
）

杉
本
　
人
夢

（新
任
）

阿
部
　
櫻

　
（新
任
）

主
事
（学
校
事
務
）

金
子
　
元
気

（向
陽
台
中
）

ッ
ｆ
ｌ
ノ

在

=
:il

現
役
の
生
徒
た
ち
は
、各
分

野
で
目
覚
ま
し

い
活
躍
を
見

せ
て
い
ま
す
。

総
体
で
は
、
剣
道
部
、
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部
等
が
、
ダ
ン
ス
部

は
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権
で

全
国
大
会
出
場
。
秋
の
新
入
戦

で
は
、
陸
上
競
技
部
、
弓
道
部
、

剣
道
部
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
等

今
年
が
楽
し
み
に
な
る
結
果

を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
中
で
、
文
化
部

の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
天
文
地
学
部

県
生
徒
研
究
発
表
会
地
学
部
門

最
優
秀
賞

「
仙
台
高
校
周
辺
に
あ
る
油
膜
状

物
質
と
赤
褐
色
沈
殿
物
の
調
査
」

（小
野
寺
凛
太
郎
さ
ん
・鈴
木
陸

斗
さ
ん
・今
野
巧
さ
ん
・岡
真
生

さ
ん
・戸
羽
拓
海
さ
ん
）

▼
文
芸
部
（佐
藤
文
菜
さ
ん
）

第
３８
回
全
国
高
等
学
校
文
芸

コ

ン
ク
ー
ル

詩
部
門
　
　
優
秀
賞

小
説
部
門
　
　
入
選

第

２０
回
宮
城
県
高
等
学
校
文
芸

作
品

コ
ン
ク
ー
ル

随
筆
部
門
　
優
良
賞

短
歌
部
門
　
優
秀
賞

俳
句
部
門
　
奨
励
賞

第
４
回
富
士
正
晴
全
国
高
校
生

文
学
賞
　
　
佳
作

第

６
回
塩
竃
ジ

ュ
ニ
ア
俳
句

コ

ン
ク
ー
ル

高
校
生

優
良
賞

佐
藤
さ
ん
は
紹
介
し
き
れ
な

い
ほ
ど

一
人
で
た
く
さ
ん
の
賞

を
取

っ
て
い
ま
す
。
で
は
最
後

に
、第
３７
回
東
洋
大
学
「現
代
学

生
百
人

一
首
」
で
入
選
し
た

一

首
を
紹
介
し
ま
す
。

「喧
嘩

つ
て
つ
ま
ん
な
い
か
ら

ド
ア
ノ
ブ
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
掛
け
て
帰
る
ね
』

¬
・         .■

==‐
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。
同
窓
会
入
会
式

・

校
舎
の
大
規
模
改
修
工
事

仙
台
高
校
校
舎

の
大
規
模
改

修
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た
―
完

成

は
、
令
和

８
年
度

の
見
込

み

で
す
．
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
に
プ
レ

ハ

ブ
の
仮
設
校
舎
が
建
設
さ
れ
、
５

月
以
降

に
普
通
教
室

の
引

っ
越

し
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

２
月

２９
日
に
高

７６
回
生

の
入

会
式
が
行
わ
れ
、
２
６
６
名

の
新

た
な
同
窓
生
が
加
わ
り
ま
し
た
。

７６
回
生
は

コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま

っ

た
翌
年
に
入
学
し
、
制
約

の
多

い

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
う
し
た
中
で
あ

っ
て
も
積

極
的

に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
令
和

の
仙
高

ス
タ
イ
ル
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
の
同
窓
会
で
の
活
躍
も

期
待
し
て
い
ま
す
。
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▲グラウンドに整備されたプレハブ校舎

ホームベージからのご登録・変更は、TOP→情報送信から登録をお願いします。日画台亘菱≡蚕同窓至]農霊議丁EL・ FAX 022・ 273‐5043

メールでのご登録・変更は、こちらから =→ zimukyoku@senkou‐ dousoukai.com
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(第 62号 ) (8)

触き市■111書 高諄学校鏑70日主

電雛西畿ライオンス鮭藤隼覇投手意轟書

nrfl
ハ  轟

ヅ郎荼黎洟颯趙礫祗鑽‡ 本校70回生、埼玉西武ライオ
ンズの佐藤隼輔投手激励会を、1月 6日 (土 )にホテルメトロポリタンにて

直顧認輔l跛颯藝拗:懸瑕詈
開催しました。佐藤投手は令和3年にプロ軒球ドラフト会議において、同球団から2位指名を受けました。

×璽菫隆釉瑕咤厄i厄鶉
新型コロナウイルス感染症拡大により、これまで視賀会等が実施できませんでしたが、3年の時を経てよ

陽蒻隕陽鰈塚鰈頸翻な うやく開催された本会には、85名の硬式野球部OB・ OGや学校関係者、また当時・現役の保護者等、多

数ご参加をいただきました。参加者からは改めて佐藤投手に対して「仙高魂」が注がれ、盛会のうちに終えることができました。

:=■‐二二十■|IF・ ■ 1■■ |■ ■i・ li■
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一
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，陪
審
螂
■
鍵
　
　
　
一

東
日
本
大
震
災
か
ら

‐３

年
の
月
目
が
流
れ
ま
し
た
。

川
村
さ
ん
は
若
林
区
荒
浜

小
学
校
元
校
長
、
当
日
大
津

波
に
襲
わ
れ
屋
上
で
生
き
延

び
ま
し
た
。
定
年
退
職
後
は

平
成

２９
年
に
宮
城
県
内
の
小

学
校
で
初
め
て
震
災
遺
構
と

な
っ
た
荒
浜
小
学
校
で
ガ
イ

ド
を
し
て
い
ま
す
。
「
実
際
に

荒
浜
小
学
校
に
来
て
、
見
て
、

感
じ
て
も
ら
い
、
震
災
を
知
ら

な
い
次
の
世
代
に
あ
の
日
の

経
験
と
教
訓
を
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

丸
山
和
夫
（
２６
回
生
）

「
努
力
に
勝
る
天
才
な
し
」

こ
の
言
葉
は
彼
の
た
め
に
あ

る
よ
う
だ
。

寸

暇
を

惜

し
ん
で
バ
ス

ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
ん
で

い
た
。
休
み
時
間
の
チ
ャ
イ
ム

が
鳴
っ
た
瞬
間
に
体
育
館
に

走
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
．

部
活
終
了
後
も
真
夜
中
ま

で
シ
ュ
ー
ト
練
習
Ｇ
誰
よ
り
も

ｉ
　
　
　
努
力
し
誰
よ
り
も
成
長
し
た
。

い
つ
も
明
る
く
前
向
き
な

彼
が
、
８９
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
選
手
と

し
て
活
躍
す
る
姿
を
見
て
、

み
ん
な
の
心
が
躍
っ
て
い
る
。

「
ま
だ
ま
だ
頑
張
る
！
」
そ

の
闘
志
に
、
ま
た
熱
い
気
持

ち
を
も
ら
つ
た
。

５６
回
生
の
誇
り
だ
。

若
松
　
実
（一５６
回
生
）

斗
′
~宦

0

7月 13日 (土)午後5時～7時

DUCCA仙 台駅前店
6月 15日 (土 )
午前 10時～

仙台高校会議室

仙台高等学校同窓会YouTubeチヤンネルはこちら⇒
:菫量曇
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一般 7,000円 /仙中生。学生。76回生 3,000円


